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２
０
１
６
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策

確
立
要
求
第
一
次
中
央
集
会
が
五
月
二
十

三
日
（
月
）
東
京
・
憲
政
記
念
館
で
開
催

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
約
六
〇
○
人
が
参

加
。
鳥
取
県
か
ら
は
、
竹
内
敏
朗
江
府
町

長
を
は
じ
め
若
桜
町
、智
頭
町
、琴
浦
町
、

北
栄
町
の
副
町
長
、
境
港
市
、
米
子
市
の

教
育
長
な
ど
自
治
体
関
係
者
、
解
放
同
盟

の
関
係
者
二
○
人
が
参
加
し
た
。 中

央
集
会
で
は
、
鳥
取
ル
ー
プ
・
示
現

舎
に
よ
る
「
部
落
地
名
総
鑑
」
復
刻
版
の                

出
版
・
発
行
は
許
さ
れ
な
い
差
別
事
件
で

あ
る
。
と
り
わ
け
解
放
運
動
や
同
和
教
育

の
な
い
１
０
０
０
カ
所
に
及
ぶ
未
指
定
地

区
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す

被
差
別
部
落
出
身
者
の
身
元
が
暴
か
れ
、

結
婚
等
に
反
対
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

自
ら
の
命
を
落
と
し
か
ね
な
い
問
題
と
な

る
。
現
在
、
出
版
禁
止
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
削
除
、
総
額
二
億
三
０
０
０
万
円
の
損

害
賠
償
請
求
を
求
め
て
裁
判
闘
争
を
取
り

組
ん
で
お
り
、
七
月
五
日
に
第
一
回
公
判

の
予
定
で
あ
る
。
差
別
を
禁
止
す
る
法
律

が
な
い
現
状
の
中
で
は
、
確
信
的
差
別
行

為
に
対
し
て
、「
名
誉
棄
損
」
や
削
除
申
し

立
て
な
ど
、
差
別
さ
れ
た
側
に
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
現
状
を
変
え
る
た
め
に

差
別
禁
止
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
自
民
・
公
明
・
民
進
の
三
党
で

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法 

律
案
」（
部
落
差
別
解
消
法
案
）
が
提
出
さ

れ
た
。
理
念
法
で
は
あ
る
が
、
悪
質
な
差

別
事
件
を
踏
ま
え
、「
部
落
差
別
は
社
会
悪

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
国
の
姿
勢
と
し 

             

て
明
確
に
さ
せ
る
意
味
で
重
要
な
法
案
と

言
え
る
。
会
期
末
ま
で
わ
ず
か
な
期
間
で

は
あ
る
が
、
全
力
を
挙
げ
て
国
会
議
員
へ

の
要
請
行
動
等
を
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
集
会
後
は
、
法
務
省
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
と
の
交
渉
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
六
団
体
へ
の

要
請
行
動
、
衆
参
国
会
議
員
へ
の
要
請
行

動
（
鳥
取
県
実
行
委
員
会
は
県
内
選
出
国

会
議
員
、
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
十
二
人

に
要
請
）
が
行
わ
れ
た
。（「
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
は
、
衆

議
院
法
務
委
員
会
で
継
続
審
議
と
な
る
。） 
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２
０
１
６
年
五
月
十
七
日
午
後
か
ら
、

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取
県

実
行
委
員
会
第
三
十
二
回
総
会
と
学
習
会

が
倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
の
市
町
村
か
ら
関
係
者
二
二
一
人
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
で
石
田
耕
太
郎
会
長 

（
倉
吉
市
長
）
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対

策
法
案
が
よ
う
や
く
制
定
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
不
十
分
な
面
も
あ
る
が
一
定
評

価
さ
れ
る
。
鳥
取
ル
ー
プ
が
四
十
一
年
前

に
大
問
題
と
な
っ
た
部
落
地
名
総
鑑
の
復 

刻
版
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
差
別 

      

       

禁
止
法
や
人
権
侵
害
救
済
法
の
制
定
は
、

急
務
の
課
題
で
あ
る
。
力
を
合
わ
せ
て
、

継
続
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
を
参

加
者
に
訴
え
た
。 

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
と
し
て
、 

２
０
１
５
年
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た

第
一
次
中
央
行
動
に
は
、
鳥
取
県
実
行
委

員
会
か
ら
二
十
二
人
が
参
加
。
同
年
十
月

二
十
九
日
の
第
二
次
中
央
行
動
に
も
二
十

二
人
が
参
加
し
、
両
日
と
も
集
会
後
、
鳥

取
県
、
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請

行
動
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
昨
年
は
「
第
四
十
回
人
権
尊
重

社
会
を
実
現
す
る
鳥
取
県
研
究
集
会
」
に

お
い
て
、第
三
分
科
会
の
第
三
分
散
会（
参

加
者
五
五
九
人
）
で
、「
あ
い
つ
ぐ
差
別
事

象
全
国
・
県
内
の
実
態
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
取
り
組
み
が 

報
告
さ
れ
た
こ
と
や
２
０
１
５
年
度
の
学 

    

   

習
会
で
は
、
二
月
二
十
五
日
に
倉
吉
未
来

中
心
で
二
四
七
人
の
参
加
が
あ
り
近
畿
大

学
教
授
の
北
口
末
広
さ
ん
を
招
き
、「
差
別

や
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム

の
創
造
に
向
け
て
」
と
い
う
演
題
で
開
催

し
た
と
い
う
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
鳥

取
ル
ー
プ
に
よ
る
部
落
地
名
総
鑑
復
刻
版

の
発
行
・
販
売
と
い
う
許
せ
な
い
差
別
行

為
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
同

和
地
区
地
図
情
報
な
ど
、
差
別
を
助
長
・

誘
発
す
る
確
信
犯
的
行
為
に
歯
止
め
を
か

け
る
「
差
別
禁
止
法
」、「
人
権
侵
害
救
済

法
」、「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
の
制
定
を
求
め
る
署
名
活
動
を

県
内
全
域
で
進
め
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

新
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
了
承
さ

れ
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
あ
り
新
し
い

会
長
に
は
、
石
田
耕
太
郎
倉
吉
市
長
が
再              

任
さ
れ
た
。 そ

の
後
学
習
会
で
は
、
部
落
解
放
同
盟

中
央
執
行
委
員
長
で
あ
る
組
坂
繁
之
さ
ん

か
ら
「
差
別
禁
止
法
や
人
権
侵
害
救
済
法

制
定
に
向
け
た
現
状
と
課
題
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
を
受
け
た
。        
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ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
に
よ
っ
て
世
界
的

に
貧
困
が
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
庶
民
生
活
は
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下

見
て
暮
ら
せ
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
結
び
つ
い
て

い
る
状
況
も
あ
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

対
応
す
る
法
律
が
今
国
会
中
に
成
立
す
る

見
込
み
だ
。
中
味
的
に
は
問
題
が
あ
り
、

ま
ず
は
成
立
さ
せ
て
、
そ
の
後
に
実
効
性

の
あ
る
中
身
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
民
党
は
、
部
落
問
題
に
関
す
る

小
委
員
会
を
設
置
し
、「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
を
ま
と
め
、              

公
明
党
も
了
承
し
た
。
２
０
０
２
年
三
月

末
に「
地
対
財
特
法
」が
失
効
し
て
以
来
、

部
落
問
題
の
名
称
を
使
っ
た
法
律
は
な
い
。

自
民
党
は
人
権
全
般
に
対
応
す
る
法
律
の

制
定
に
は
反
対
し
て
い
る
現
状
と
深
刻
な

差
別
事
件
の
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は

り
部
落
問
題
に
特
化
す
る
何
ら
か
の
法
律

は
必
要
で
あ
る
。
自
民
党
の
素
案
は
、
理

念
法
で
は
あ
る
が
実
態
調
査
の
項
目
が
あ

り
、
現
状
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の

現
状
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
実
効
性
の
あ

る
も
の
へ
法
律
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
各
都
府
県
実
行
委
員
会
の

力
を
結
集
し
、
何
と
し
て
も
こ
の
法
案
の

成
立
を
求
め
て
い
き
た
い
、
と
い
う
話
が

合
っ
た
。  

鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
新
し
い
役
員
は
、

次
の
と
お
り 

会 
長 
石
田
耕
太
郎
（
倉
吉
市
長
） 副

会
長 
小
林 
昌
司
（
若
桜
町
長
） 副

会
長 
中
田 
幸
雄
（
解
放
同
盟
県
連
委
員
長
） 副

会
長 
永
江
多
輝
夫
（
南
部
町
教
育
長
） 副

会
長 
本
川 
博
孝
（
連
合
鳥
取
会
長
） 常

任
委
員 
深
澤 
義
彦
（
鳥
取
市
長
）  

〃  
野
坂 
康
夫
（
米
子
市
長
）  

〃  
中
村 
勝
治
（
境
港
市
長
） 〃  

吉
田 
秀
光
（
三
朝
町
長
） 〃  

森
保  
保
（
伯
耆
町
長
） 〃  

福
井
伸
一
郎
（
倉
吉
市
教
育
長
） 〃  

北
尾 
慶
治
（
米
子
市
教
育
長
） 〃  

木
下 
法
広
（
鳥
取
市
教
育
長
） 〃  

高
木 
政
寛
（
若
桜
町
教
育
長
） 〃  

土
海 
孝
治
（
北
栄
町
教
育
長
） 〃  

石
上 
良
夫
（
解
放
同
盟
県
連
副
委
員
長
） 〃  

津
川 
俊
仁
（
解
放
同
盟
県
連
副
委
員
長
） 監

査
委
員 
吉
田 
英
人
（
八
頭
町
長
） 監

査
委
員 
村
上 
成
人
（
解
放
同
盟
県
連
会
計
） 任

期
は
、
２
０
１
８
年
の
総
会
ま
で  

２
０
１
６
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
第
２
次
中
央
集
会
（
東
京
） 日

時 
２
０
１
６
年
一
〇
月
下
旬
頃 

午
後
一
時
～
中
央
集
会 

午
後
二
時
三
〇
分
～ 

国
会
議
員
要
請
行
動
等 

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取
県

実
行
委
員
会
２
０
１
６
年
度
学
習
会 日

時 
２
０
１
７
年
二
月
頃 

午
後
一
時
～
役
員
会 

午
後
一
時
三
〇
分
～
学
習
会 

会
場 
倉
吉
市
内 

（
本
年
、
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０

１
５
年
度
学
習
会
の
北
口
末
広
近
畿
大
学
教

授
の
講
演
か
ら
） 部

落
地
名
総
鑑
事
件
や
１
９
９
８
年
の
日

本
ア
イ
ビ
ー
、
リ
ッ
ク
事
件
の
身
元
調
査
事
件

等
に
か
か
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
そ
の
解
決
に
は

差
別
・
人
権
侵
害
事
象
の
正
確
な
事
実
確
認
、

問
題
点
・
差
別
性
の
整
理
、
背
景
・
原
因
の
整

理
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
課
題
、
課
題
の

政
策
化
・
方
針
化
と
実
践
が
必
要
で
あ
る
。
同

和
対
策
審
議
会
「
答
申
」
が
「
差
別
に
対
す
る

法
的
規
制
、
差
別
か
ら
の
保
護
す
る
た
め
の
必

要
な
立
法
措
置
を
講
じ
、
司
法
的
に
救
済
す
る

道
を
拡
大
す
る
こ
と
」
と
指
摘
し
て
か
ら
五
十

一
年
、
部
落
地
名
総
鑑
の
発
覚
か
ら
四
十
一
年
、

い
ま
だ
に
地
名
総
鑑
は
法
規
制
さ
れ
て
い
な

い
。
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
事
件
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
同
和
地
区

の
地
図
を
掲
載
す
る
行
為
な
ど
極
め
て
悪
質

な
差
別
事
件
が
発
生
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
歯
止
め
を
か
け
る
社

会
シ
ス
テ
ム
（
仕
組
み
）
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
仕
組
み
が
差
別
禁
止
法
で
あ
り
、
法
律
に
よ

っ
て
社
会
の
意
識
が
変
わ
る
。 と

い
う
内
容
で
法
制
定
の
必
要
性
が
話
さ

れ
た
。 
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い
ま
だ
に
沈
静
化
し
た
と
は
言
え
な

い
状
況
に
あ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
自
民
、
公
明
の
与
党

は
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な

差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
（
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
法
案
）
を
四
月
に
提
出
し

た
。
与
党
案
は
、
在
住
外
国
人
と
そ
の

家
族
に
対
象
を
絞
っ
て
、
差
別
意
識
を

助
長
又
は
誘
発
す
る
目
的
で
、
地
域
社

会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
不

当
な
差
別
的
言
動
と
定
義
し
、
差
別
解

消
に
向
け
て
国
や
自
治
体
に
相
談
体
制

の
整
備
、
教
育
や
啓
発
に
取
り
組
む
よ

う
努
力
義
務
を
課
す
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
罰
則
規
定
等
は
設
け
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
、
修
正
協
議
が
行
わ
れ
「
不

当
な
差
別
的
言
動
の
実
態
等
を
勘
案
し
、

必
要
に
応
じ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。」と
い
う
見
直
し
規
定
が
付
則
に

盛
り
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
付
帯
決
議
に

は「『
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
』
以
外
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
い

か
な
る
差
別
的
言
動
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ

る
と
の
理
解
は
誤
り
で
あ
り
、
本
法
の
趣

旨
、
日
本
国
憲
法
及
び
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
の

精
神
に
鑑
み
、
適
切
に
対
処
す
る
」
な
ど

を
盛
り
込
む
こ
と
で
合
意
さ
れ
、
五
月
二

十
四
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
国
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
を
許
さ
な
い
と
い
う
立
場
に
明
確

に
立
っ
た
と
い
う
意
味
で
大
き
な
一
歩

だ
と
言
え
る
。   

ま
た
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
悪
用
し

同
和
地
区
の
地
図
を
公
開
し
て
い
る
鳥

取
ル
ー
プ
は
、
そ
の
後
も
電
話
帳
情
報

や
グ
ー
グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
悪

用
す
る
こ
と
で
、
極
め
て
配
慮
を
要
す
る

同
和
地
区
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
丸
裸
で
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
電

話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
人
々
の

個
人
情
報
も
同
時
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
身
元
調
べ
等
に
悪
用
さ
れ
る
危
険
性

が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 ま

た
、
鳥
取
ル
ー
プ
と
示
現
舎
は
「
全

国
部
落
調
査 
部
落
地
名
総
鑑
の
原

典
」
と
題
し
た
書
籍
を
四
月
一
日
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
王
手
の
ア
マ
ゾ

ン
を
通
じ
て
発
行
・
販
売
し
よ
う
と
し

た
。
「
部
落
地
名
総
鑑
」
が
法
規
制
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
盾
に
取
り
、
「
部

落
地
名
総
鑑
」
の
基
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
昭
和
十
一
年
に
財
団
法
人
全

国
融
和
事
業
協
会
が
作
成
し
た
「
全
国

部
落
調
査
」
と
題
す
る
調
査
報
告
書
を

手
に
入
れ
、
自
分
が
調
べ
た
デ
ー
タ
ー

を
記
載
し
新
た
に
売
り
出
そ
う
と
し
た
。 明

ら
か
に
差
別
を
商
う
も
の
で
あ
り
、

差
別
を
助
長
、
拡
散
し
よ
う
と
す
る
確

信
的
差
別
行
為
だ
と
し
て
、
部
落
解
放

同
盟
は
ア
マ
ゾ
ン
と
大
手
出
版
流
通
企

業
に
対
し
て
発
行
・
販
売
な
ど
書
籍
を

取
り
扱
わ
な
い
よ
う
要
請
し
業
界
も
取

り
扱
わ
な
い
と
了
解
し
た
。 ま

た
、
鳥
取
ル
ー
プ
に
対
し
て
も
発
行

中
止
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
削
除
を
直

接
求
め
た
が
、
鳥
取
ル
ー
プ
は
そ
れ
に
は

応
じ
て
い
な
い
。 

そ
し
て
、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
の
出

版
・
販
売
を
禁
止
す
る
申
し
立
て
を
行

い
、
横
浜
地
裁
は
鳥
取
ル
ー
プ
と
示
現

舎
に
出
版
・
販
売
を
禁
止
す
る
仮
処
分

決
定
を
出
し
た
。 

ま
た
、
鳥
取
ル
ー
プ
は
「
同
和
地
区

ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
」
と
い
う
サ
イ
ト
に
「
全
国

部
落
調
査
」
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

各
県
別
の
同
和
地
区
の
所
在
地
情
報
、

同
和
地
区
と
関
連
す
る
人
名
一
覧
、
同

和
地
区
関
係
諸
団
体
の
名
簿
を
掲
載
し
、

誰
で
も
閲
覧
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
削
除
を
求

め
る
申
し
立
て
を
行
い
、
横
浜
地
裁
は
四

月
十
八
日
、
サ
イ
ト
を
削
除
す
る
よ
う
命

じ
る
仮
処
分
決
定
と
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
、
出
版
や
放
送
、
映
像
化
な
ど
一

切
の
方
法
に
よ
る
公
表
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
仮
処
分
決
定
を
行
っ
た
。
こ

れ
ら
の
決
定
等
に
慌
て
た
彼
ら
は
す
ぐ

に
こ
の
関
係
す
る
名
簿
や
一
覧
を
ネ
ッ
ト

上
か
ら
削
除
し
て
い
る
。 

「
同
和
地
区
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
」
に
は
部
落

解
放
同
盟
関
係
人
物
一
覧
と
し
て
名
前

や
役
職
、
個
人
の
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

部
落
解
放
同
盟
と
役
員
ら
二
一
一
人
が
出

版
差
し
止
め
と
原
告
一
人
あ
た
り
一
一
〇

万
円
、
総
額
２
億
３
３
２
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
提
訴
し
て
い

る
。 


